
での 交渉参加表明に抗議する意見書
交渉参加にあたっては、交渉で協議されてい

る事項が何なのか、わが国の利点・不利となる点・国
益上の危機が何か、いかなる対策を検討しているのか
が、国民に示されないばかりか、政府内の各省の試算
がバラバラで、政府が正確な情報を出さないため、国
民的議論が全く熟していない段階である。特に、
は 聖域なき関税ゼロ が前提であるにもかかわら

ず、わが国がどのように対応するのかが不明確ななか
で参加表明に踏み切ったことは、拙速のそしりは免れ
ない。
また、与野党を問わず での拙速な参加表明

には慎重な意見が続出し、地方議会でも交渉参加に反
対する意見書が相次いで可決される中、政府が交渉参
加に踏み切ったことは極めて遺憾であり、本議会は政
府の 交渉参加表明に、抗議するものである。
今後、政府は に対する国民的議論が熟すよう、

交渉で得られた必要な情報は速やかに明らかにし、
の利点・不利となる点・国益上の危機を分かりや

すく国民に説明するよう強く求める。

今
後
、
小
学
校
に
も

英
語
教
育
が
行
わ
れ
る
が
、

（
小
学
校
や
中
学
校

な
ど
で
英
語
の
授
業
の
指
導

助
手
）
の
配
置
が
小
学
校
５

・
６
年
生
に
１
人
と
い
う
こ

と
だ
が
、
増
員
さ
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

た
め
の
活
動
で
あ
り
、
目
的

は
担
任
一
人
で
英
語
の
授
業

を
行
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、

現
在
の
配
置
で
よ
い
と
考
え

て
い
る
。学

校
給
食
調
理
業
務

の
民
間
委
託
で
は
、
財
政
効

果
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
え

な
い
が
、
さ
ら
に
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
副
部
長

本
民
間

委
託
の
目
的
に
は
、
調
理
運

営
面
で
の
安
定
的
な
供
給
体

制
の
確
保
が
あ
り
、
そ
の
目

的
は
達
成
し
て
い
る
と
評
価

し
て
い
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者

こ

の
先
、
民
間
委
託
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
的
に

効
果
が
現
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
計
画
ど
お
り
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

就
学
援
助
の
支
援
項

目
に
つ
い
て
。

会
費
、

生
徒
会
費
や
ク
ラ
ブ
活
動
費

を
対
象
に
加
え
る
考
え
は
な

い
か
。

学
校
教
育
課
長

年
度

に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
変

更
を
う
け
、
積
極
的
に
検
討

し
た
い
。幼

稚
園
の
生
徒
数
が

減
っ
て
い
る
。
公
立
幼
稚
園

で
も
バ
ス
送
迎
や
延
長
保
育

を
す
る
な
ど
、
入
園
児
を
増

や
す
た
め
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
副
部
長

今
日
の

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
背

景
等
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、
公
立
幼
稚
園
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
直
す
時
期
に
き
て
い

耐震補強工事が行われた
大住小学校の校舎

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
幼
保

一
元
化
に
つ
い
て
も
、
国
の

動
向
を
注
視
し
議
論
を
重
ね

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

児
童
が
不
登
校
の
兆

候
を
見
せ
る
と
初
期
の
対
応

が
大
切
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事

不
登
校
や
い
じ
め
に
つ

い
て
は
担
任
を
中
心
に
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本

人
の
心
身
的
な
こ
と
や
、
意

外
に
家
庭
環
境
の
変
化
に
起

因
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、
保
護
者
も
一

緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
指

導
体
制
で
進
め
て
い
る
。

学
校
図
書
館
の
補
助

職
員
を
配
置
し
て
き
た
が
、

そ
の
成
果
と
課
題
は
。

学
校
教
育
課
長

図
書
館

の
環
境
整
備
と
い
う
こ
と
で

配
置
し
た
。
一
定
の
図
書
館

環
境
が
改
善
し
、
利
用
が
増

え
た
。

教
育
部
副
部
長

引
き
続

き
こ
の
よ
う
な
対
応
は
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
も
う
少
し
長
期
的
な
体

制
は
組
め
な
い
か
と
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

総
括
審
査

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
所

得
は
十
数
年
間
下
が
り
続
け
、

平
成

年
度
の
３
９
１
万
円

か
ら

年
度
に
は
３
６
２
万

円
へ
と

万
円
も
落
ち
込
ん

で
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
国
保

税
や
都
市
計
画
税
の
引
き
下

げ
、
介
護
保
険
の
負
担
軽
減

は
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
市

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

平
成

年
度
か
ら
の
５
ケ

年
計
画
で
財
政
健
全
化
計
画

の
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
は

一
定
の
評
価
を
し
た
い
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
理
事
者
、
職
員

挙
げ
て
意
識
改
革
が
必
要
で
、

市
民
の
潜
在
能
力
を
生
か
す

仕
組
み
づ
く
り
が
大
事
。

新
教
育
長
の
早
い
任
命
を
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
で
、
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
実
施
に
よ
り
未
済
額

が
０
・
４
％
減
少
し
た
こ
と

は
公
平
性
か
ら
み
て
も
評
価

で
き
る
。
今
後
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
と
財
政
健

全
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、

多
く
の
政
策
課
題
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

財
政
指
標
は
良
好
で
あ
っ

た
が
、
文
化
施
設
や
公
共
施

設
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
が

今
後
の
課
題
。
ま
た
、
高
齢

者
の
急
増
に
注
目
し
、
現
在

の
事
業
や
施
設
の
見
直
し
を

進
め
実
効
性
の
あ
る
行
財
政

改
革
が
必
要
。
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
避
難
所
と
し
て
の

学
校
施
設
の
整
備
も
急
務
。

防
災
会
議
や
担
当
部
局
な

ど
防
災
行
政
に
女
性
の
視
点

を
も
っ
と
取
り
入
れ
る
べ
き
。

避
難
訓
練
な
ど
防
災
教
育

の
充
実
を
。
就
学
前
教
育
を

通
園
バ
ス
の
導
入
、
保
育
時

間
の
延
長
な
ど
、
今
ま
で
と

違
う
視
点
で
考
え
る
べ
き
。

市
民
の
利
便
性
を
考
え
、

バ
ス
交
通
体
系
の
検
討
を
。

共
産
党

共
産
党

一
新
会

一
新
会

公
明
党

公
明
党

民
主
党

民
主
党

新
栄
会

新
栄
会

────── 平成 年度会計別決算収支状況 ──────

会 計 区 分 歳 入 歳 出 差 引

一 般 会 計 億 万 円 億 万 円 ６億 万 円

特
別
会
計

松 井 財 産 区 万 円 万 円 円

老 人 保 健 万 円 万 円 万 円

国 民 健 康 保 険 億 万 円 億 万 円 １億 万 円

休 日 応 急 診 療 所 万 円 万 円 万 円

公 共 下 水 道 事 業 億 万 円 億 万 円 万 円

農業集落排水事業 万 円 万 円 ８万 円

介
護
保
険

保 険 事 業 勘 定 億 万 円 億 万 円 万 円

サービス事業勘定 万 円 万 円 万 円

後 期 高 齢 者 医 療 ５億 万 円 ４億 万 円 万 円

計 億 万 円 億 万 円 ８億 万 円

新名神高速道路の全線着工を求める意見書
新名神高速道路の 大津 城陽間 及び 八幡 高

槻間 は、平成 年２月開催の第２回国土開発幹線自
動車道建設会議において、 当面着工しない区間 と
されたまま放置された状態にある。
平成 年３月には、第二京阪道路が全線開通したが、
名神高速道路の渋滞悪化や、京滋バイパスの渋滞回数
増加など、府民の活動と生活に大きく支障をきたして
いる。
一方、本市においては、新名神高速道路をはじめ第

二京阪道路及び京奈和自動車道など社会資本の充実に
より、工業団地整備などを進めている。特に本市北部
地域の新名神高速道路沿線では、良好な交通環境を生
かして本市産業活動の中心地として、工業団地の拡大
整備に取り組んでいる。
ついては、国におかれては、新名神高速道路 大津
城陽間 及び 八幡 高槻間 について、 当面着

工しない区間 としていることを解除の上、一刻も早
く全線にわたり整備・開通が図られることを強く要望
する。

ワクチン定期接種に関し、早期に国の制度確立
を求める意見書
子宮頸がん予防ワクチン等の３種のワクチン接種緊

急促進事業は、平成 年 月 日から平成 年度末ま
での時限措置として実施されてきたが、当該対象者に
十分行き渡ったとは言えない状況である。
また、本来このような短期の臨時事業で終えられる

ものではなく、継続して公費負担で実施されることこ
そが、国民の健康維持増進に大きく力を発揮するもの
と言われている。
よって国におかれては、地元自治体に負担を掛ける

ことなく、国の財政支援を明確にしたうえで早期に下
記の制度を確立されるよう強く求める。
１ 子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン及び小児
用肺炎球菌ワクチンについては、定期接種化まで
の間の臨時促進事業を継続すること。

２ 高齢者に対する肺炎球菌ワクチンの公費定期接種
を行うこと。

３ 安心して平等に受けられる予防接種体制を確立す
ること。

障害者総合福祉法（仮称）の早期制定を求める
意見書
障害の種類や程度、家族の状況、経済力、居住する

自治体にかかわらず、障がい者自らが選んだ地域で自
分らしく暮らせる社会を実現するためには、障がいの
有無によって分け隔てられない共生社会を実現する理
念の下に、障害者基本法や今般の骨格提言に沿って 障
害者総合福祉法（仮称） を着実かつ速やかに立法化す
る必要がある。
よって国におかれては、以上の観点から下記の事項

を踏まえ、障害者総合福祉法（仮称）を早期に制定し、
施行されるよう要望する。
１ 障害者総合福祉法（仮称）制定にあたり、推進会
議総合福祉部会がとりまとめた 障害者総合福祉
法の骨格に関する総合福祉部会の提言 を最大限
尊重し、反映させること。

２ 障害者総合福祉法（仮称）制定にあたり、国の責任
において、制度を円滑に進めるために財源を十分
に確保し、地方自治体の財政負担を軽減すること。。

防災会議に女性の視点を取り入れることを求める
意見書
国の防災基本計画の流れを受け、地域防災計画にも

女性の参画・男女双方視点が取り入れられつつあるが、
具体的な施策にまで反映されているとは必ずしも言え
ない。
中央防災会議がとりまとめた報告においても、防災

会議へ女性委員を積極的に登用し、これまで反映が不
十分であった女性の視点を取り入れることへの配慮が
盛り込まれている。
よって、政府におかれては、防災会議に女性の視点

を反映させるため、以下の項目について速やかに実施
するよう強く要望する。
１ 中央防災会議に少なくとも３割以上の女性委員を
登用すること。

２ 地方防災会議へ女性委員を積極的に登用するため、
都道府県知事や市区町村の長の裁量により、地方
防災会議に有識者枠を設けることを可能とする災
害対策基本法の改正を速やかに行うこと。

年（平成 年） 月 日


